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『タイトル不詳』知原諒太 Ryota CHIHARA　1999 年生　W210×H297mm　コピー用紙・サインペン・色鉛筆　2019 年

発行日　2019年10月15日（火）

発行者　特定非営利活動法人
　　　　障碍者芸術推進研究機構
　　　　天才アート KYOTO
発行所　〒605-0811
　　　　京都市東山区大和大路四条下る
　　　　4丁目小松町 四条・新道アトリエ
　　　　info@tensai-art.kyoto
　　　　http://tensai-art.kyoto

編　集　株式会社 三六六

会　報
No .２１

天才アートとは、障碍
のある人の多くがもつ
優れた感性と表現力、
そこから湧き出る独

創的なアート作品に対して、特定非営
利活動法人 障碍者芸術推進研究機構

（天才アート KYOTO）が独自にネーミ
ングしたものです。当機構は天才アー
トを推進し、その啓発・普及活動を積
極的に行っています。

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

天才アート
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２
０
１
９
年
７
月
５
日
（
金
）
～
７
日
（
日
）
の

３
日
間
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
高
瀬
川
・
四
季
Ａ
Ｉ
Ｒ
」

に
て
天
才
ア
ー
ト
・
ラ
イ
ブ
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

天
才
ア
ー
ト
の
登
録
作
家
の
皆
さ
ん
が
団
扇
と
は

が
き
に
直
に
描
き
、
そ
れ
ら
を
展
示
販
売
し
ま
し

た
。
ま
た
、
６
日
（
土
）
に
は
、
同
じ
く
登
録
作

家
で
あ
る
下
嶋
千
佳
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
と
勝
方
浩

さ
ん
（
ベ
ー
ス
）
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
「Chi-Ka-Tsu

」

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
を
２
回
公
演
し
ま
し
た
。

そ
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
の
演
奏
は
大
谷
大
学
の
倉
光

延
行
先
生
と
学
生
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
ラ
イ
ブ
配

報 　 告

展 覧 会

信
し
ま
し
た
。YouTube

（
天
才
ア
ー
ト
ラ
イ

ブ
展
［
検
索
］）
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
団
扇
と
は
が
き
を

ご
購
入
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
作
家
が
描
い
て

い
る
様
子
を
見
て
い
た
だ
い
た
り
、
作
家
と
お
話

し
し
た
り
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
聴
い
て
い
た
だ
く
な

ど
、
作
家
と
共
に
愉
し
む
機
会
を
得
ら
れ
た
ラ
イ

ブ
展
で
し
た
。

七
夕
ラ
イ
ブ
展
は
昨
年
に
次
い
で
２
回
目
で
す

が
、「
高
瀬
川
・
四
季
Ａ
Ｉ
Ｒ
」
で
の
展
示
会
は
、

２
０
１
７
年
か
ら
年
に
１
回
開
催
し
て
お
り
、
今

天
才
ア
ー
ト・ラ
イ
ブ
展 

in 

高
瀬
川
・
四
季
Ａ
Ｉ
Ｒ
『
描
・
奏
・
愉
』

〜
高
瀬
川
の
町
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
音
楽
と
ア
ー
ト
の
七
夕
ラ
イ
ブ
〜 

開
催

登録作家の皆さんが手描きで制作した団扇 登録作家の皆さんによる手描き団扇の制作

Chi-Ka-Tsuによるジャズライブ

予 　 告

展 覧 会

四
条
通
地
下
通
路

『
作
品
ポ
ス
タ
ー
展
』
開
催

２
０
１
８
年
度
に
続
い
て
、
本
年
度
も
12
月
３

日
（
火
）
よ
り
来
年
２
月
23
日
（
日
）
ま
で
、
下
京

区
の
四
条
通
地
下
通
路
で
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
所
属
作
家
の
『
作
品
ポ
ス
タ
ー
展
』
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
１
年
間
に
生
ま
れ
た
新
作
も
交
え
て

50
点
を
展
示
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
展
示
は
、「
京
都
市
下
京
区
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
助
成
金
を
受
け

て
、
阪
急
電
車
と
京
都
市
歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室

の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
、
11
月

上
旬
ご
ろ
を
め
ど
に
当
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
提
供
で
ご
支

援
く
だ
さ
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
の
前
川
八
洲
男
様

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

昨年度開催の天才アートKYOTOの作品ポスター展
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『
東
山
区
人
権
啓
発
展
』

を
開
催

２
０
１
９
年
８
月
６
日（
火
）か
ら
～
23
日（
金
）

ま
で
、『
東
山
区
人
権
啓
発
展
』
に
作
品
を
展
示

し
ま
し
た
。

本
展
は
東
山
区
の
主
催
で
、
東
山
区
総
合
庁
舎

の
１
階
展
示
ホ
ー
ル
を
会
場
に
例
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
東
山
区
は
新
道
ア
ト
リ
エ
の
地
元
で
も

あ
り
、
年
々
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
フ
ァ
ン

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

本
年
は
「
抽
象
表
現
の
作
家
た
ち
」
を
テ
ー
マ

に
、
足
立
茉
莉
・
川
嶋
誉
大
・
小
寺
菜
月
・
千
原

諒
太
・
服
部
可
菜
恵
の
５
人
の
作
品
50
点
を
展

示
。
来
場
者
の
多
く
の
方
に
は
初
め
て
見
る
よ
う

な
ア
ー
ト
作
品
が
多
く
、
新
鮮
な
驚
き
の
感
覚
で

好
評
を
博
し
ま
し
た
。

文化庁地域創生本部の三木事務局長（右端）と歓談する
大場さん（左端）と服部さん（左から２人目）

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
登
録
作
家

に
よ
る
作
品
展
示
の
ご
紹
介

楠
川 

敦
士
さ
ん

楠
川
敦
士 

作
品
展

「
イ
メ
ー
ジ
と
記
号
の
会
話
」

２
０
１
９
年
８
月
１
日
（
木
）
～
８
月
12
日
（
月
）　

会
場
：arton art gallery

水
玉 

ミ
リ
さ
ん

「
Ａ
４
の
世
界
Ⅸ

ーParadox Paradise

ー
」

２
０
１
９
年
８
月
24
日
（
土
）
～
９
月
４
日
（
水
）

会
場
：SU

N
A

BA
 G

A
LLERY

レポート

トピックス

文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部

の
作
品
入
れ
替
え

２
０
１
９
年
７
月
26
日
（
金
）
に
文
化
庁
地
域

文
化
創
生
本
部
長
官
室
に
展
示
し
て
い
る
作
品
の

入
れ
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
展
示
は
、
２
０
１
７
年
に
地
域
文
化
創
生

本
部
が
京
都
市
の
東
山
区
に
設
置
さ
れ
た
時
か

ら
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
で
２
回
目
の
展
示
替
え

で
す
。
今
回
は
、
大
場
多
知
子
氏
（
１
９
７
７
年

生
）
の
「
椿
」
と
服
部
可
菜
恵
氏
（
１
９
９
４
年

生
）
の
「
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
」「
ク
レ
マ
チ
ス
」
で
す
。

今
回
は
「
花
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
が
、
両
作

家
と
も
伝
統
的
な
タ
ッ
チ
で
は
な
く
、独
自
の「
様

式
化
」
さ
れ
た
作
風
で
描
き
続
け
て
い
て
、
来
訪

者
の
目
を
ひ
き
つ
け
る
作
品
で
す
。

自作を前に写真に収まる大場さんと三木事務局長自作を前に写真に収まる服部さんと三木事務局長

文化庁の Facebook・9 月16 日付に動画がアップ
されています。
https://www.facebook.com/bunkacho/
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天 才
アート
ノート

全田 笑弥

足立 茉莉

西村紫苑　Shion NISHIMURA　2002年生
西村は、日本の「ウルトラ怪獣」「大魔神」シリーズなど特撮
の影響を受けたモチーフと、「十二神将」「八部衆」など仏法
を守護する神や「鬼像」などを、色画用紙やセロハンテープ、
ペンなどを用いて30cmほどの人形を制作してきました。「ウル
トラマン」と「ウルトラ怪獣」の関係は、日本の仏教における

「十二神将」と「鬼」の関係に近いと解釈されることもあり、
西村が作り出す人形には、日本の仏教文化から特撮映画への
歴史的影響が集約されているのです。

『あなたは自由になりたい』2017 年　W270×H380mm 
画用紙・アクリル

作品左：「金剛力士像（阿形）」W85×H240×D35mm  2018 年ごろ　色画用紙・
セロハンテープ・ペン
作品右：「テンペラー星人」W170×H300×D20mm  2018 年ごろ　色画用紙・
セロハンテープ・ペン

西村 紫苑

全田 笑弥　Wataru ZENDA　
1977年生
全田は、いままで自己が投影された人物が渾然
一体とした中で頭からある種のエネルギーを発
する絵を描いてきました。今回紹介する「YOU 
WANT TO BE FREE」（あなたは自由にな
りたい）と描かれた絵画、また「Ultimate 
control」（究極の管理）と名付けられた2つの
作品は、人間の精神そのものがいかに秩序だっ
ておらず、かつ混沌の中で生きているかに気付
かされます。

足立 茉莉　Mari ADACHI　2000年生
足立の作品には「うずまきのグラデーション」のように、
さまざまな色彩のペンによる渦巻き模様で構成されてい
ます。多重に重なった花丸マークや花火のようにも、あ
るいは花のようにも見えます。単純にしてシンプルな作
風に対して鑑賞者は「これは〜かもしれない、いやこれ
は〜だ」と自分の解釈で作品を見立て、さまざまな解
釈を生み出します。その解釈には、どれも足立のダイナ
ミックな身体性が含まれています。

作品下左：『うずまきのグラデーション151122-3』2015 年　W210×H295mm
作品下右『うずまきのグラデーション160327-10』2016 年　W380×H540mm

『アルティメット コントロール』2017 年　W270×H380mm　
画用紙・アクリル・ペン
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●
広
報
活
動
の
支
援
を
通
し
て

令
和
元
年
の
幕
開
け
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
高

島
寛
前
理
事
長
の
後
を
受
け
て
理
事
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
角
谷
で
す
。
本
業
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
主
宰
し
な

が
ら
、母
校
の
美
術
大
学
で
講
師
も
し
て
い
ま
す
。

初
代
理
事
長
の
松
谷
昌
順
先
生
、
二
代
目
の
高
島

先
生
の
お
二
人
と
も
大
学
の
恩
師
で
あ
り
、
そ
の

後
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
恐
れ
多

い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
名
を
汚
さ
ぬ
よ
う
に
精
一

杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
が
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

障
碍
者

芸
術
推
進
研
究
機
構（
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

今
か
ら
４
年
前
の
２
０
１
５
年
４
月
で
す
。
高
島

先
生
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
経
験
を
活
か
し
、

主
に
作
品
展
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、
会
報
の
デ

ザ
イ
ン
編
集
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
広
報
活
動
を
支
援

し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
依
頼
を
い
た
だ
い
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
仕
事
の
合
間
を
縫
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ど
こ
ま
で
や
れ
る
の
か
、
あ
ま

り
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し
で
も
社

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶　

 

角
谷 

和
好

会
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
続

け
て
き
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
年
に
数
回
の
作
品

展
の
広
報
物
作
成
と
会
報
の
発
行
は
、
ほ
と
ん
ど

が
時
間
的
余
裕
の
な
い
中
で
の
制
作
で
す
の
で
、

思
わ
ぬ
ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
の
連
続
で
す
が
、
何
と

か
大
き
な
問
題
も
な
く
対
応
で
き
て
い
る
の
は
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

●
障
碍
者
芸
術
と
の
出
合
い

私
が
障
碍
者
の
ア
ー
ト
作
品
と
出
合
っ
た
の

は
、
実
は
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
最
初
で
は

な
く
、
今
か
ら
21
年
前
、
１
９
９
８
年
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
仕
事
で
滋
賀
県
の
某
銀
行
の
行
内
報

（
新
入
行
員
号
を
含
め
年
５
回
発
行
）
の
企
画
編

集
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
り
、
表
紙
を
飾
る
作
品

の
企
画
を
考
え
て
い
た
と
き
、東
本
願
寺
の
主
催
、

京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
が
後
援
す
る
障
碍
者

ア
ー
ト
作
品
展
の
新
聞
記
事
を
見
つ
け
ま
し
た
。

直
感
的
に
「
こ
れ
だ
！
」
と
思
い
つ
き
、
す
ぐ
に

京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
に
連
絡
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
写
真
家
の
故
井
上

隆
雄
先
生
で
す
。
井
上
先
生
は
、
滋
賀
県
立
近
江

学
園
や
大
木
会
一
麦
寮
な
ど
障
碍
者
施
設
で
制
作

さ
れ
た
作
品
の
撮
影
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。
早
速
、
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
て
写
真

を
お
借
り
し
、
銀
行
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す

る
と
、
見
事
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。
最
初
の
掲

載
号
は
１
９
９
８
年
４
月
号
。
以
後
12
年
間
、
行

内
報
の
表
紙
に
障
碍
者
ア
ー
ト
の
作
品
を
採
用

し
、何
度
か
施
設
に
も
撮
影
で
足
を
運
び
ま
し
た
。

そ
の
間
、
写
真
を
介
し
て
出
合
っ
た
多
く
の
作

品
、
撮
影
で
実
際
に
見
た
作
品
（
主
に
粘
土
の
造

形
や
織
物
）、
ま
た
そ
の
作
者
に
も
お
会
い
す
る

こ
と
で
、
作
品
の
魅
力
に
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
近
江
学
園

の
創
設
者
で
、
障
碍
者
福
祉
の
父
と
呼
ば
れ
る
糸

賀
一
雄
先
生
を
知
り
、「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」

と
い
う
考
え
方
に
強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
仕
事
は
、
２
０
１
０
年
で
担
当
か
ら
外
れ

ま
し
た
が
、
５
年
後
に
ま
た
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
を
通
し
て
障
碍
者
ア
ー
ト
に
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
に
な
り
、
縁
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。

●
設
立
10
年
に
向
け
て

当
機
構
も
設
立
９
年
を
迎
え
、
事
業
の
幅
も
領

域
も
広
が
っ
て
い
く
中
に
お
い
て
、
障
碍
者
ア
ー

ト
に
対
す
る
社
会
の
意
識
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、
変
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
理

想
と
す
る
の
は
障
碍
者
が
制
作
し
た
作
品
が
、
特

定
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
な
く
、
現
代
美
術
の
枠
組

み
の
中
で
広
く
流
通
し
、
自
立
へ
の
足
が
か
り
に

な
る
こ
と
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
道
程
は
遠
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

２
０
２
０
年
に
設
立
10
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
、

さ
ら
な
る
高
み
へ
と
進
ん
で
い
か
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
登
録
作
家
さ
ん
や
ご
家

族
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
当
機
構
の
ス
タ
ッ
フ
が
一

丸
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
情

報
が
共
有
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に

し
た
運
営
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

「
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
公
開
!!

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
２
０
１
１
年

に
活
動
を
開
始
し
て
以
来
、
登
録
作
家
の
創
造
の

場
と
し
て
新
道
ア
ト
リ
エ
を
開
設
し
、
制
作
環
境

を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
登
録
作
家
は
44

名
に
の
ぼ
り
、
収
蔵
作
品
は
３
千
点
を
超
え
て
い

ま
す
。

２
０
１
５
年
度
か
ら
は
、
作
品
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
保
存
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

同
年
９
月
よ
り
新
道
ア
ト
リ
エ
内
に
撮
影
ス
タ
ジ

オ
を
設
け
、
専
用
の
ス
ト
ロ
ボ
照
明
機
器
も
設
置

し
て
、
順
次
、
作
品
の
撮
影
を
進
め
、
現
在
ま
で

に
約
１
３
０
０
点
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
よ
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
の
公
開
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
11
月
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
、
多
用
途
に
デ
ザ
イ

ン
活
用
を
希
望
す
る
企
業
や
個
人
の
皆
さ
ま
に

デ
ー
タ
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。
画
像
を
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
や
製
品
な
ど
に
デ
ザ
イ
ン
活
用
す

る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
あ

る
い
は
企
業
や
製
品
の
価
値
を
高
め
て
い
た
だ
け

ま
す
。
そ
し
て
、
画
像
デ
ー
タ
使
用
の
著
作
料
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、作
家
に
還
元
す
る
こ
と
で
、

障
碍
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
に
つ
な
が

り
、
共
生
社
会
の
実
現
に

も
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く

だ
さ
い
!!
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の
季
節
に
合
わ
せ
た
絵
を
描
こ
う
と
、
前
も
っ
て

準
備
し
て
楽
し
そ
う
に
出
か
け
て
行
き
ま
す
。

こ
こ
数
年
来
、
彩
は
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
に
は

ま
っ
て
い
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
余
白
に
、
そ
の
月

に
合
わ
せ
た
イ
ラ
ス
ト
や
旬
の
食
べ
物
を
好
き

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
入
れ
書
き
込
み
、
自
身
の

予
定
を
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。
１
月
は
な
ぜ
か

２
０
２
３
年
ま
で
で
き
て
い
て
、
私
に
見
せ
な
が

ら
「
お
母
さ
ん
、早
い
な
ぁ
」
と
笑
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
季
節
に
合
わ
せ
、
自
身
の
部
屋
の
レ
イ

ア
ウ
ト
も
百
均
な
ど
の
飾
り
を
工
夫
し
飾
り
つ
け

を
変
え
て
い
ま
す
。
何
を
す
る
の
も
、
笑
顔
で
と

て
も
楽
し
そ
う
に
、出
来
上
が
る
と
「
お
母
さ
ん
、

見
て
」
と
私

に
見
せ
、
反

応
を
確
か
め

て
い
ま
す
。

彩
に
と
っ

て
、
毎
日
の

ア
ー
ト
と
の

ふ
れ
あ
い
が

生
活
の
一
部

に
な
っ
て
い

ま
す
。

好
き
な
こ

と
に
出
合
え

て
本
当
に
良

か
っ
た
と
、

関
わ
っ
て
下

さ
っ
た
方
に

感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

●
は
じ
め
て
の
お
絵
描
き

「
上
の
子
と
は
何
か
違
う
」
と
最
初
に
感
じ
た

の
は
、
彩
が
１
歳
前
の
頃
で
し
た
。

娘
の
彩
は
出
生
時
に
障
害
が
あ
る
こ
と
は
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
成
長
過
程
で
長
男
と
は
少

し
違
う
な
ぁ
と
感
じ
る
こ
と
が
、
だ
ん
だ
ん
多
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

児
童
相
談
所
で
担
当
者
の
方
か
ら
「
保
育
園
に

通
わ
せ
て
み
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
保
育
園
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
保
育
園
で
は
、先
生
方
が
い
ろ
い
ろ
と
考
え
、

工
夫
し
て
い
た
だ
き
、
彩
の
興
味
を
も
て
る
こ
と

を
増
や
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

言
葉
は
、ほ
と
ん
ど
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

あ
る
日
、
長
男
と
同
じ
よ
う
に
、
紙
と
色
鉛
筆
を

持
ち
、
当
時
、
人
気
の
あ
っ
た
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

を
ジ
ッ
と
観
な
が
ら
、
手
に
グ
ッ
と
力
を
入
れ
、

真
っ
白
な
紙
に
力
強
く
、絵
を
描
き
始
め
ま
し
た
。

今
、
思
え
ば
、
彩
が
絵
を
描
き
始
め
た
の
は
、

こ
の
時
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

言
葉
で
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
表
現
で
き
ま
せ

ん
が
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち

を
絵
で
私
に
教
え
て
く
れ
て
い
る
と
気
づ
き
、
驚

き
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
発
達
が
遅
れ
、
話
せ

な
い
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
自
分
を
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
外
出
す
る
と
、
行
っ
た
場
所
に

あ
る
建
物
や
風
景
を
描
い
て
く
れ
、
う
れ
し
そ
う

に
、
私
に
描
い
た
絵
を
見
せ
、
気
持
ち
を
伝
え
て

く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
も

彩
が
絵
を
描
い
た

時
は
、
心
に
感
動

が
あ
り
、
そ
れ
を

絵
に
表
現
し
、
描

か
な
か
っ
た
時

は
、
き
っ
と
興
味

が
な
か
っ
た
の
だ

と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
毎
日

小
学
生
に
な
る
と
、
慣
れ
な
い
生
活
で
し
ば
ら

く
は
落
ち
着
か
な
い
日
々
が
続
き
、
心
配
に
な
り

ま
し
た
が
、
小
学
２
年
生
か
ら
学
区
内
の
小
学
校

に
育
成
学
級
が
で
き
、
先
生
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

の
学
校
生
活
が
始
ま
る
と
徐
々
に
落
ち
着
き
は
じ

め
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
も
彩
の
得
意
な
所
を
伸

ば
そ
う
と
、
絵
を
描
く
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
取
り
入
れ
、
彩
の
で
き
る
力
を

伸
ば
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
彩
も
で
き
る
こ
と

が
増
え
る
と
、
う
れ
し
そ
う
に
私
に
で
き
た
こ
と

を
絵
で
報
告
を
し
て
く
れ
、
そ
の
度
に
、
彩
の
成

長
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

絵
を
描
き
始
め
た
頃
か
ら
、彩
に
は
、そ
の
時
々

で
マ
イ
ブ
ー
ム
が
あ
り
、
そ
の
度
に
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
熱
心
に
見
て
、
動
物
に
浴
衣
を
着
せ
た
り
、
い

ろ
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
集
合
写
真
の
よ
う
に
、

並
べ
た
り
と
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
机
に

向
か
い
、時
に
は
描
き
な
が
ら
、「
ク
ッ
ク
」と
笑
っ

て
、
楽
し
そ
う
に
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
に
な
り
、
京
都
市
立
呉
竹
総
合
支
援
学

校
で
の
授
業
の
一
つ
の
「
布
加
工
」
で
は
、
ミ
シ

ン
で
か
ば
ん
を
作
る
こ
と
を
先
生
か
ら
教
え
て
い

た
だ
き
、
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
の
を
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
金
午
後
」
に
も

お
声
が
け
い
た
だ
き
、
彩
は
楽
し
く
、
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
作
業
所
に
入
る
と
、
元
呉
竹
総

合
支
援
学
校
の
先
生
か
ら
「
手
織
り
」
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
と
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

彩
に
織
物
が
で
き
る
の
か
、
覚
え
ら
れ
る
の
か
と

心
配
で
し
た
が
、
彩
の
希
望
も
あ
り
、
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
指
導
も
あ
り
、
彩
は

楽
し
そ
う
に
時
々
笑
い
な
が
ら
、
糸
を
織
り
あ
げ

て
い
き
、
出
来
上
が
る
と
「
ほ
ら
、
お
母
さ
ん
、

見
て
」
と
う
れ
し
そ
う
に
、
写
真
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。

●
生
活
の
一
部
と
な
っ
た
ア
ー
ト
と
の
触
れ
合
い

ま
た
、天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
か
ら
も
お
声
が

け
い
た
だ
き
、自
宅
で
描
い
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
絵
は
封
印
し
、ア
ト
リ
エ
で
は
風
景
や
人
物
、
そ

彩
と
ア
ー
ト
と
の
出
合
い    　
　
　
　
　
　
上
田 

利
江
子

ご家族さま
より寄稿

プランターに描いた作品

最近作の『木村彬枝と上田彩』（左）と『ヒマワリ』（右）　2019 年

「金午後」に参加していた高校生の頃
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●
「
障
が
い
者
ア
ー
ト
」
と
の
出
合
い

今
か
ら
約
20
年
前
、
京
都
文
化
博
物
館
で
開
催

さ
れ
て
い
た
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
／
生
の
芸

術
展
」
で
の
展
示
作
品
を
見
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る

「
障
が
い
者
ア
ー
ト
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
と
の
出

合
い
で
し
た
。「
当
時
か
ら
休
日
に
は
よ
く
美
術

館
め
ぐ
り
を
し
て
、
絵
画
鑑
賞
が
大
好
き
で
…
」

と
い
う
こ
と
は
全
く
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

真
逆
の
タ
イ
プ
。
小
学
生
の
頃
の
図
画
・
工
作
か

ら
高
校
の
美
術
に
至
る
ま
で
、
人
並
み
以
上
の
成

績
を
と
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
今

で
も
絵
心
の
無
さ
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
た
ま

た
ま
知
人
か
ら
も
ら
っ
た
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
り
、
な

ん
と
な
く
行
っ
た
展
覧
会
で
し
た
。

そ
ん
な
私
で
す
か
ら
、
技
術
的
な
こ
と
だ
け
で

な
く
、
そ
の
作
品
の
本
当
の
凄
さ
と
い
う
も
の
は

分
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
そ
こ
で
目
に
し
た
作
品
の
数
々
に
純
粋

に
心
奪
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
の
気
持
ち
や
感
動
は
上
手
く
表
現
で
き

ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
以
来
「
障
が
い
者
ア
ー
ト
」

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

展
覧
会
開
催
な
ど
の
新
聞
記
事
や
告
知
広
告
な
ど

を
目
に
し
、
都
合
が
合
え
ば
足
を
運
び
、
作
品
を

鑑
賞
す
る
と
い
う
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

た
だ
、
当
時
は
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う

な
情
報
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
、そ
の
情
報
量
は
限
ら
れ
た
も
の
で
し
た
し
、

興
味
を
持
っ
た
と
は
い
え
、
そ
こ
ま
で
積
極
的
に

情
報
を
拾
い
集
め
て
い
た
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
応
募

そ
れ
か
ら
月
日
は
経
ち
、
２
０
１
７
年
夏
。

街
で
配
ら
れ
て
い
た
１
本
の
う
ち
わ
を
手
に
し

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
印
象
的
な
赤
い
魚
が
描
か
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
裏
に
は
協
賛
企
業
と
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
ロ
ゴ
。
20
年
前
な
ら
間
違

い
な
く
、
た
だ
街
で
も
ら
っ
た
１
本
の
う
ち
わ
で

終
わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
直
ぐ
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
地
元
京
都
に
そ
の
よ
う
な
活
動

を
さ
れ
て
い
る
団
体
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

本
当
に
便
利
な
世
の
中
で
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
読
み
進
め
て
行
く
中
で
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
」
と
い
う
文
字
に
目
が
と
ま
り

ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
…
」

き
っ
か
け
は
１
本
の
う
ち
わ
か
ら　
　
　

     　
田
中 

賢

ボランティア
さんより寄稿

こ
の
時
、
応
募
す
る
か
ど
う
か
し
ば
ら
く
の
間

考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
の
中
で
い
ろ
い
ろ
整

理
を
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
に
あ
た
り

い
く
つ
か
の
決
め
ご
と
を
作
り
ま
し
た
。

参
加
す
る
に
し
て
も
、
い
い
歳
を
し
た
オ
ッ
サ

ン
が
い
い
加
減
な
こ
と
し
て
い
て
は
失
礼
極
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
い
い
加
減
な
と
こ
ろ
を
分

か
っ
て
い
る
だ
け
に
な
お
さ
ら
で
し
た
。

面
接
当
日
は
、
先
日
退
任
さ
れ
た
当
時
の
高
島

理
事
長
が
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
ん
丸
の
笑

顔
で
丁
寧
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
今
で
は
い
い
思
い
出
で
す
。

●
活
動
を
通
じ
て
感
じ
る
こ
と

そ
の
面
接
か
ら
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
、
こ
の
10
月
で
３
年
目
を

迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
ひ
と
え
に

運
営
に
携
わ
る
役
員
の
方
々
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
温
か
く
迎
え
入
れ
て
も
ら

え
て
の
も
の
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

正
直
、
３
年
経
っ
た
今
も
た
い
し
た
お
役
に
は

立
て
て
い
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限
り
休
日
ア
ト
リ

エ
活
動
の
あ
る
土
日
は
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ア
ト
リ
エ
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
作
品
の
見
方
も
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
展
示
さ
れ
て
い
る
完
成
さ
れ
た
作
品
が

全
て
で
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
作
家
さ
ん
が
ど
の

よ
う
な
環
境
で
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
て
い
る
の
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
実
際
の
創

作
活
動
を
さ
れ
て
い
る
姿
を
近
く
で
見
る
こ
と
で

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
作
家

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
支
え
る
ご
家
族
や
ま

わ
り
の
方
々
に
と
っ
て
制
作
活
動
の
場
、
も
し
く

は
そ
れ
以
上
の
意
義
の
あ
る
場
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
ま
た
か
つ
て
の
自
分
が
そ

う
だ
っ
た
よ
う
に
、
ま
だ
「
障
が
い
者
ア
ー
ト
」

を
知
ら
な
い
人
た
ち
の
知
る
き
っ
か
け
の
一
つ
が

「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
で
あ
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活
動
に
つ

い
て
、
障
が
い
者
ア
ー
ト
に
つ
い
て
分
か
っ
て
い

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
よ
り
知
識
を
深

め
、
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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■ 
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｈ
Ｄ
さ
ま
の

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
組
で
当
機
構
を
紹
介

株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
さ
ま

で
は
、
こ
の
た
び
京
都
本
社
ロ
ビ
ー
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企

業
の
社
会
的
責
任
）
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
エ

リ
ア
を
新
し
く
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
登
録
作
家
の
作
品
が
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
画
面
で
流
さ
れ
、
訪
問
者
の
皆
さ

ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
社
に
は
、
数
年
前
か
ら
当
機
構
の
複
製
画
レ
ン

タ
ル
や
原
画
レ
ン
タ
ル
を
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
同

ロ
ビ
ー
に
は
土
屋
彰
男
さ
ん
の
作
品
（
原
画
）
が

展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
作
品
と
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
来
訪
者
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ

Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

知
原
諒
太
の
作
品
は
前
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

彼
は
鮮
や
か
に
色
面
構
成
さ
れ
た
絵
画
作
品
の
他
に
、

裏
紙
に
丁
寧
に
レ
タ
リ
ン
グ
し
た
か
の
よ
う
に
描
か
れ

た
数
字
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
今

ま
で
は
ど
れ
も
抽
象
的
な
作
品
で
し
た
が
、
こ
こ
数
週

間
で
急
に
、
過
去
に
登
場
し
て
き
た
モ
チ
ー
フ
（
女
の

子
と
数
字
と
色
彩
）
が
融
合
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
シ

リ
ー
ズ
の
制
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
所
属
作
家
は
、
み
ん
な
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を

持
っ
て
作
り
続
け
て
い
ま
す
が
、
日
々
制
作
す
る
こ
と

で
突
然
大
き
な
飛
躍
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

■ 

会
員・寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
当
機
構
の
趣
旨

や
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
中

で
す
。
会
員
は
「
正
会
員
・
賛
助
会
員
・
名
誉
会

員
」
の
３
種
類
。
ま
た
、
寄
付
金
や
助
成
金
、「
障

碍
者
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援

基
金
」
な
ど
の
お
申
し
込
み
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://tensai-art.kyoto

■ 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
!

運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
制
作
の
サ
ポ
ー

ト
や
作
品
の
記
録
保
存
・
作
品
展
の
企
画
運
営
・

商
品
化
・ 

広
報
活
動
・
そ
の
他
の
中
か
ら
、
得
意

な
分
野
で
の
活
動
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■ 

広
告
主 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
当
機
構
の
活
動
に

ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
様
や
団
体
・
組
織
の
広

告
協
賛
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
報
の
発
行
部
数

は
毎
号
３
、５
０
０
部
で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、

関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な
ど
に
配
布
・
配
架

を
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
、
ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
（
55
×
22
㎜
）：
１
万
円
〜
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

〈
編
集
後
記
〉

ア
ジ
ア
初
開
催
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

日
本
大
会
が
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
本
誌

が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、
プ
ー
ル
戦
が
終
わ
り
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
の
直
前
。
ど
の
チ
ー
ム
が
準
々
決
勝
に
駒
を
進
め
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
来
年
に
は
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
き
っ
か
け
に
海
外
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ま
が
日

本
を
訪
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
文
化
に

も
触
れ
て
も
ら
え
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当

然
、
京
都
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
地
域
か
ら
多
く
の
お
客
さ

ま
が
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
折
角
の
機
会
で
す
か
ら
、
世

界
の
お
客
さ
ま
に
、
ぜ
ひ
と
も
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
を

含
め
た
日
本
の
障
碍
者
ア
ー
ト
作
品
を
観
て
い
た
だ
け
る
場

が
設
け
ら
れ
な
い
か
と
漠
然
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
後
押
し
さ
れ
、
狭
い
日
本
に
閉
じ
こ
も

ら
ず
に
、
せ
め
て
作
品
だ
け
で
も
世
界
に
向
け
て
発
信
し
た

い
も
の
で
す
。
い
よ
い
よ
始
動
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
が
、
そ

の
口
火
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

『タイトル不詳』知原諒太 Ryota CHIHARA　1999 年生　W210×H297mm　コピー用紙・サイ
ンペン・色鉛筆　2019 年

CSR の取り組みを紹介するデジタルサイネージ

広告協賛企業（順不同）


